
令和５年度　長崎県優秀工事知事表彰

受賞工事の概要及び表彰理由

施 工 業 者 名 技 術 者 名

（株）今村組
イマムラグミ

代表取締役　今村　音博
イマムラ　オトヒロ

監理技術者

園山　祐喜
ソノヤマ ユウキ

（株）三基
サ ン キ

 代表取締役　山口　 雅二
ヤマグチ マサジ

監理技術者

佐藤　誠吾
サ ト ウ セ イ ゴ

柴﨑建設
シバサキケンセツ

（株）

代表取締役　　柴﨑
シバサキ

　優
スグル

監理技術者

櫨本　博幸
ハゼモト　ヒロユキ

3

出来ばえ

一般国道２５１号道路改良工事
イッパンコクドウ２５１ゴウドウロカイリョウコウジ

（原口町１号函渠
ハラグチマチ１ゴウカンキョ

）

【工事概要】
工事延長　L=0.0（20.4）ｍ
幅員　W=7.0（12.0）ｍ
場所打函渠工　N=１基
　　　　　　（L=13.6m、B=5.6m、H=5.4m）
U型擁壁工　N=１基
　　　　　　（L=6.5m、H=11.3～11.9m）
　本工事は場所打函渠及び場所打U型擁壁のマスコンク
リートの工事であり、コンクリートの打設時期が場所打
U型擁壁「暑中コンクリート」、場所打函渠「寒中コン
クリート」であった。温度ひび割れが発生するリスクが
高くなるため、日々の温度管理および打設後の養生を適
切に行い、ひび割れのない良質なコンクリート構造物を
構築した工事である。

2

出来ばえ

長崎港広域連携工事
ナガサキコウコウイキレンケイコウジ

（松
マツ

が枝地区岸壁）
エ チ ク ガ ン ペ キ

【工事概要】
岸壁（－10.0ｍ）（改良）
舗装工　　1,453ｍ２
附帯施設　１式

　本工事は長崎県の代表的な港の玄関口である長崎港松
が枝ターミナル前面の岸壁舗装（石張舗装）の補修工事
であり、乗客やターミナル関係者の利用性に配慮する必
要がある。既存石張材の流用判定基準の作成、舗装の平
坦性確保を目指した施工管理の実施、景観に配慮した補
修方法の工夫の結果、見栄えもよく出来ばえに優れた工
事である。

1

出来ばえ

玉ノ浦港海岸保全工事（２工区）
タ マ ノ ウ ラ コ ウ カ イ ガ ン ホ ゼ ン コ ウ ジ （ ２ コ ウ ク ）

【工事概要】
護岸（改良）　172.0m、基礎工　36.0m
表法覆工　19.6m、裏込工　163.0m
波返工　147.0m、舗装工　118.0m
護岸（改良）：自然災害防止事業　24.0m　他

　護岸の改良を行う工事で、波返しコンクリートが陸側
は傾斜、海側は弧となっている事に加え、法線も曲線で
あり、コンクリート打設における品質及び出来ばえの確
保が困難な状況であったが、陸側に『透明』型枠を、海
側にＲ加工の成形型枠を使用するとともに、ICT施工ア
プリで出来形管理を行う事により、美観に優れた出来栄
えとなった工事である。

番

号

推　薦　基　準

写      真
工　事　名　称

工　事　概　要
表　彰　理　由



令和５年度　長崎県優秀工事知事表彰

受賞工事の概要及び表彰理由

施 工 業 者 名 技 術 者 名
番

号

推　薦　基　準

写      真
工　事　名　称

工　事　概　要
表　彰　理　由

（株）野田組
ノ ダ グ ミ

代表取締役　野田　聖子
ノダ セイコ

監理技術者

野田　大輔
ノダ　　　ダイスケ

大石建設
オオイシケンセツ

（株）

代表取締役　宅島
タクシマ

　壽雄
ト シ オ

監理技術者

飯塚
イイヅカ

　和彦
カズヒコ

（株）岡本組
オカモトグミ

代表取締役　岡本
オカモト

　一孝
カズタカ

監理技術者

豊増
トヨマス

　浩孝
ヒロタカ

6

創意工夫

一般県道渡良浦初瀬線道路改良工事（７工区）
イッパンケンドウワタラウラハゼセンドウロカイリョウコウジ（７コウク）

【工事概要】
工事長Ｌ＝０（２３３）m
幅員Ｗ＝５．５（９．２５）ｍ
掘削工　Ｖ＝１，９１０ｍ3
法面工　Ａ＝２９０㎡
ブロック積工　Ａ＝２９５㎡

　当初は右側拡幅のみの工事を計画していたが、他工事の大
型車両が輻輳する中、一般車両の安全な離合が困難と自らの
判断で発注者へ左側への仮設道路拡幅を提案し、地域の安全
を図った。また、ブロック施工にあたっては、平板載荷試験
のための大型重機等の搬入が困難であったことから新技術の
キャスポル測定を採用し、一般車両の通行止めを行う事なく
管理・施工した工事である。

5

創意工夫

小値賀地区水産生産基盤整備工事
オ ヂ カ チ ク ス イ サ ン セ イ サ ン キ バ ン セ イ ビ コ ウ ジ

（沖防波堤（A）（改良）１工区
オ キ ボ ウ ハ テ イ （ Ａ ） （ カ イ リ ョ ウ ） １ コ ウ ク

）

【工事概要】
沖防波堤（A）（改良）L=６０ｍ
堤体工L=６０ｍ　上部工L=４０ｍ

　本工事は、沖防波堤の堤体拡幅及び上部工嵩上げを行う工
事であり、海上時化の影響を受けやすく、離島地域での施工
で作業員の確保が難しいため、工期の長期化が懸念されてい
たが、作業効率を向上させるよう使用機械や施工方法の変更
を行ったことで工期内に完成させることができ、創意工夫
（工期の短縮）に優れた工事である。

4

出来ばえ

主要地方道小浜北有馬線道路改良工事
シュヨウチホウドウオバマキタアリマセンドウロカイリョウコウジ

（下部工P1）
（ カ ブ コ ウ Ｐ １ ）

【工事概要】
工事延長 Ｌ＝０（７．０）ｍ
幅員 Ｗ＝５．５（７．０）ｍ
橋脚１基
（Ｈ＝１６ｍ、柱式橋脚、柱状体深礎基礎Φ７０００）
仮設工１式、仮橋工1式

　橋脚工事において、厳密な出来高管理の実施や、コン
クリート打設時における出来ばえを高める打設計画の立
案や、砂目地防止対策及び養生管理を行い、美観に優れ
た構造物を構築した工事である。
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受賞工事の概要及び表彰理由

施 工 業 者 名 技 術 者 名
番

号

推　薦　基　準

写      真
工　事　名　称

工　事　概　要
表　彰　理　由

（株）寺尾建設
テラオケンセツ

代表取締役　寺尾　孝幸
テラオ タカユキ

監理技術者

末吉　史眞
スエヨシ　フミチカ

（株）東邦
トウホウ

代表取締役　桐谷　孝芳
キリタニ　タカヨシ

監理技術者

比田勝　祐希
ヒ タ カ ツ ユ ウ キ

中島建設
ナカシマケンセツ

（株）

代表取締役　中嶋　一也
ナカシマ カズヤ

監理技術者

井手
イ デ

　崇仁
タカヒト

9

創意工夫

郡川（１２）河川災害復旧工事
コオリガワ（１２）カセンサイガイフッキュウコウジ

【工事概要】
郡川（１２）復旧延長　Ｌ＝７５．０ｍ
大型ブロック積工　Ａ＝９３４．０㎡

　工事は令和２年７月豪雨により被災した高さ１０ｍ～
１３ｍの護岸復旧であり、施工計画では安全性及び工期
を重視した仮設計画に見直しを提案し、重機及び作業員
の転落防止や作業効率向上による工期短縮を図り、無事
故で早期完成を果たした優れた工事である。

8

創意工夫

主要地方道厳原豆酘美津島線道路改良工事
シュヨウチホウドウイズハラツツミツシマセンドウロカイリョウコウジ

（法面工
ノリメンコウ

）

【工事概要】
工事長　Ｌ＝０（８８．８）ｍ
　　　　Ｗ＝５．５（７．０）ｍ
吹付法枠工　A＝２，８５４㎡
モルタル吹付工　A＝８６４㎡
転落防止柵工　Ｌ＝２２６ｍ

　対馬下島を周回する幹線道路の道路改良事業に基づく
法面工事において、切土法面の湧水発生箇所における裏
面排水マットの設置や鋼製排水パイプによる排水対策等
を実施した結果、施工中の作業を中断することなく法枠
吹付工を行うことができ、施工性に優れた工事である。

7

創意工夫

愛津原地区畑地
ア イ ツ バ ラ チ ク ハ タ チ

かんがい施設工事
シ セ ツ コ ウ ジ

【工事概要】
畑地かんがい施設工　Ｎ＝１式
１．送・配・給水管　Ｌ＝４，５８６ｍ
２．給水栓管　　　　Ｌ＝１，６１７．６ｍ
３．給水栓　Ｎ＝１０２箇所

　配管延長6.2kmの敷設及び給水栓102箇所の設置を
行う広範囲な工事であり、管理・作業の効率化かつ出来
形・品質を確実に確保する対策が課題であった中、
GNSS測量やクラウド管理を活用し、配管作業時には全
接手部でチェックシートを用いた管理等を行うことによ
り良品質で出来ばえのよい工事である。
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受賞工事の概要及び表彰理由

施 工 業 者 名 技 術 者 名
番

号

推　薦　基　準

写      真
工　事　名　称

工　事　概　要
表　彰　理　由

（株）久田組
ヒサタグミ

代表取締役　久田
ヒ サ タ

　義博
ヨシヒロ

監理技術者

加藤
カ ト ウ

　乙治
オトハル

面高建設
オモダカケンセツ

（株）

代表取締役　上田
ウ エ ダ

　修平
シュウヘイ

監理技術者

山田　雄一郎
ヤマダ　ユウイチロウ

（株）カミナガ

代表取締役　古賀
コ ガ

　俊行
トシユキ

監理技術者

平山
ヒラヤマ

　圭介
ケイスケ

12

地域貢献等

松山(3)地区地
マツ ヤマ （３ ）チ クジ

すべり自然災害防止工事
シゼンサイガイボウシコウジ

【工事概要】
工事長　L=27m
現場吹付法枠工　A=385㎡
アンカー工　N=11本

　住宅密集地内の斜面で施工方法に制約が多く、周辺地
域への配慮も強く求められる工事であった。日頃より地
域住民と密接にコミュニケーションを図り、行政では対
応しにくい防災工事を迅速に実施することで災害の発生
を未然に防ぐなど、工事の終始において良好な関係を築
いた地元貢献に優れた工事である。

11

地域貢献等

雪浦地区
ユキノウラチク

　機能強化
キノウキョウカ

・老朽化対策工事
ロウキュウカタイサクコウジ

【工事概要】
土留工　L＝164ｍ

　本工事は既設土留工の老朽化に伴い全面改修を行った
工事であるが、工夫した丁寧な施工により工程短縮に努
めるとともに出来形や美観的にも優れた工事である。ま
た、工事施工区域は、地元住民達による町おこし事業の
一つとして、カフェの建設や、遊歩道等の整備が計画さ
れており、工事施工に伴い、家屋基礎の撤去、砂利等の
敷き均し、スロープの設置を行ったことにより、令和5
年度から着手予定の町おこし事業の早期着手を可能と
し、プロジェクトに協力することができた工事である。

10

創意工夫

主要地方道獅子津吉線（１）道路災害復旧工事
シュヨウチホウドウシシツヨシセン（１）ドウロサイガイフッキュウコウジ

（大川原地区
オ オ カ ワ ラ チ ク

）

【工事概要】
復旧延長Ｌ＝44.0ｍ　幅員Ｗ＝6.0m
道路土工Ｖ＝2130m3、現場吹付法枠工Ａ＝548㎡、
モルタル吹付工Ａ＝182㎡、植生基材吹付工Ａ＝109㎡
植生工（張芝）Ａ＝230㎡、排水構造物工Ｌ＝173m
集水桝工Ｎ＝7箇所、防護柵工Ｌ＝63m
構造物撤去工　Ｎ＝１式、仮設工　Ｎ＝１式

　工事着手から５ヶ月間と短い工期の中で上段部と下段
部に施工を分割し、土工、法面工の施工方法や使用機械
の選定、工程管理の工夫を行い、工期内に工事を完成さ
せ、交通開放を行った。また、上段法面下部の湧水箇所
では、止水コンクリート、有孔管の敷設等による湧水対
策を自主施工し法面の安定を図った優れた工事である。
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受賞工事の概要及び表彰理由

施 工 業 者 名 技 術 者 名
番

号

推　薦　基　準

写      真
工　事　名　称

工　事　概　要
表　彰　理　由

共新電設工業
キョウシンデンセツコウギョウ

（株）

代表取締役　向
ムコウ

　史郎
シ ロ ウ

監理技術者

増田
マ ス ダ

　裕志
ヒ ロ シ

（株）西海建設
サイカイケンセツ

代表取締役　寺澤
テラサワ

　孝憲
タカノリ

監理技術者

田中
タ ナ カ

　雄大
ユウダイ

(有)　タイヨウ

代表取締役　本間
ホ ン マ

　一義
カズノリ

監理技術者

靎田
ツ ル ダ

　孝二
コ ウ ジ

15

地域貢献等

五島地区津木
ゴ ト ウ チ ク ヅ キ

ため池整備工事
イケセイビコウジ

１．堤体工　L=48.5m
２．取水施設工　N=１式
３．洪水吐工　L=55.2m
４．法面保護工（布製型枠）A=516.1㎡
５．土砂吐ゲート製作据付　N=１式

　本工事を通じて、地域の安全安心の確保、建設業界の
課題解消に向けた人材育成、ICT技術活用による技術力
向上、工事区域への植栽による地域環境保全の実施、地
元中学生との地域住民との交流の場の提供を行い、地域
貢献に優れた工事である。

14

地域貢献等

主要地方道野母崎宿線道路災害防除工事
シュヨウチホウドウノモザキシュクセンドウロサイガイボウジョコウジ

【工事概要】
土工：737m3
擁壁工：105m3
アンカー工：40本、
横ボーリング工：9箇所
補強土壁工：パネル94枚・鉄筋挿入108本
舗装工：633m2、防護柵工：88m

　当工事箇所は災害発生が地すべりに起因するものと想
定された中で工事実施中に度重なる状況に対応し、工事
進捗を図るための工夫や積極的な工法の提案、地元への
周知により、苦情もなく予定工期内に無事に完成させた
工事である。

13

地域貢献等

佐世保
サ セ ボ

こども・女性
ジョセイ

・障害者支援
ショウガイシャシエン

センター電気工事
デ ン キ コ ウ ジ

【工事概要】
佐世保こども・女性・障害者支援センターの
新築工事に伴う電気工事
RC造　３階建て　延べ床面積２０３７．８２㎡

　地域の守り手である電気工事業の担い手確保が喫緊の
課題となるなか、工業高校生に対して「現場見学会」を
開催することで業界への入職意識を喚起させるととも
に、小学生や保護者に対しても現場付近の交差点での
「見守り活動」等を通じてイメージアップを図るなど、
担い手確保対策と地域貢献に優れた工事である。
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受賞工事の概要及び表彰理由

施 工 業 者 名 技 術 者 名
番

号

推　薦　基　準

写      真
工　事　名　称

工　事　概　要
表　彰　理　由

（株）ハラダ

代表取締役　原田
ハ ラ ダ

　繁盛
シゲモリ

監理技術者

原田
ハ ラ ダ

　暢弥
マ サ ヤ

増崎建設
マスザキケンセツ

（株）

代表取締役　松島
マツシマ

　正昭
マサアキ

監理技術者

山下
ヤマシタ

　亨
トオル

増山建設
マスヤマケンセツ

（株）

代表取締役　増山
マスヤマ

　富博
トミヒロ

監理技術者

林田
ハヤシダ

　邦彦
クニヒコ

18

地域貢献等

大島地区轟第二
オオシマチクトドロキダイニ

ため池整備工事
イケセイビコウジ

【工事概要】
堤体工　L=76.9m
洪水吐工　L=37.6m
斜樋工　N=１式
底樋工　L=22.4m

　大島村島内において、農業用の貴重な水源となってい
る老朽化したため池の改修工事であり、令和５年度から
の営農開始に支障が出ないように、工期短縮のための対
策を積極的に実施し予定どおり工事を完了させるととも
に、受注業者独自の取組みにより休作予定であった工事
期間中においても耕作できるように対応して地域に大き
く貢献したことが認められる工事である。

17

地域貢献等

中山西川河川改修工事（３工区）
ナカヤマニシガワカセンカイシュウコウジ（３コウク）

【工事概要】
工事長　Ｌ＝１２５ｍ
護岸工　Ａ＝７９３㎡
橋梁下部工　Ｎ＝２基
橋梁上部工　Ｎ＝１．０橋

　本工事は護岸整備及び市道橋梁の架替えを行うもので
あるが、工事及び関係車両の増加により生活環境への影
響が懸念されたため、地元との意見交換により「憩いの
ある河川空間」や「迂回路の安全対策」などを取り入れ
良好な関係を築いたことで円滑な工事進捗が図れ、事業
（工区）の年度内完成を果たした優れた工事である。
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地域貢献等

一般国道３８２号交通安全施設等整備工事
イッパンコクドウ３８２ゴウコウツウアンゼンシセツトウセイビコウジ

（谷出橋函渠工
タンデンバシカンキョコウ

）

【工事概要】
工事延長　Ｌ＝　０（１２）ｍ
　　　　　Ｗ＝６．０（１６．０）ｍ
函渠工　Ｌ＝１４．２ｍ
仮設工　　　　１．０式

　島内で最も交通量が多い区間で、周辺には民家・店舗
等が密集し、取付く市道が４箇所存在する厳しい現場条
件であった中、国道に迂回路を構築し、道路を切り替え
ながら騒音の低減や周辺迂廻路の整備、取付け等を行
い、近隣住民や通行者へ配慮に優れた工事である。



令和５年度　長崎県優秀工事知事表彰

受賞工事の概要及び表彰理由

施 工 業 者 名 技 術 者 名
番

号

推　薦　基　準

写      真
工　事　名　称

工　事　概　要
表　彰　理　由

（株）小宮建設
コミヤケンセツ

代表取締役　小宮
コ ミ ヤ

　量浩
マスヒロ

監理技術者

小宮
コ ミ ヤ

　裕一
ユウイチ
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景観・環境

対馬地区大型魚礁整備工事
ツシマチクオオガタギョショウセイビコウジ

（上県佐護棹崎西工区
カミアガタサゴサオザキニシコウク

）

【工事概要】

魚礁工　4,836空㎥
スリースターリーフI-4N-HF型　6個

　対馬市上県町沖、水深93ｍのところに高さ12ｍの魚
礁6基を設置する工事であり、仁田港製作ヤードのおい
て、港内の海中調査を実施したところ、アマモの生息が
確認されたため、起重機船を配置する際のアンカー投入
位置や水生生物への影響を配慮した対策を講じるなど環
境対策に優れた工事である。


